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審 査 の 要 旨 
【批評】 
折り操作によって形を操作する折り紙に関する研究は、工学的な有用性から近年になって大きく注
目されるようになってきている。本論文は、この折り紙を対象とした平坦な折りたたみ操作、立体的
な曲げ操作、および複数枚の紙を組み合わせる操作、という、折り操作の中でも重要な 3つの操作に
対して、それぞれに形状設計を支援するための理論と、その検証のためのシステムの実装例を示した。
1 枚の平坦な素材を切らずに、折る操作だけで形を扱うことは幾何学的な厳しい制約を伴うが、提案
手法では既定の折り操作の組み合わせや、形状の最適化計算による変形などにより、形状設計に伴う
問題を回避している。さらに実装したシステムでは対話的な操作や、可能な形状の例示により、ユー
ザーの設計を支援する工夫が提案されている。このシステムを通して作り出された実例により、提案
手法の有効性が示されている。本論文には新規性・有用性が認められるため、博士論文として十分な
内容を擁していると判断できる。 
 
【最終試験の結果】 
平成２７年１月２２日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
 
